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Ⅰ 防災って何？



防災とは？

災害を防ぐこと。



Ⅱ 主な災害の種類は？

1．自然災害・・・異常気象などの自然発生する現象により、人や社会
に被害を与える災害

2．人為災害・・・人の手によって引き起こされ、人や社会に被害を与
える災害



身近な災害を上げてくださ
い。



自然災害とは？

異常気象などの自然発生する現象により、
人や社会に被害を与える災害

地震、津波、台風、がけ崩れ、地すべり、落
雷、高潮、大雪、竜巻、干ばつ、冷夏、火山
噴火など

国、地域の地形や、気候によって異なる。



いろいろな種類の災害とカンボジアで起こりやすい災害



Ⅲ 人為災害とは？

人の手によって引き起こされ、人や社会に被害を与える災害

•都市の生活地域における公害（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、悪臭など）
•工事現場や工場、鉱山などで起こる事故
•仕事中に従業員が事故に遭い、負傷や死亡する
•計画を実行するにあたって調査や設計がずさんなことで発生する事故
•建物の老朽化や、建て方の不備による建物の倒壊
•車の交通事故、電車の脱線、船や飛行機の事故
•火の不始末や放火による火災



Ⅳ 災害別の対応、準備 1 地震

地震とは、地下にある岩盤にずれが生じる
ことで、地上に発生する揺れのこと。

揺れの強さを表すのが震度で、これが10階
級に分けられています。



災害別の対応、準備 1 地震

1. 家具類の転倒・落下・移動防止対策
2.けがの防止対策
3.家屋や塀の強度を確認
4.消火の備え
5.火災発生の早期発見と防止対策
6.非常用品を備える
7.家族で話し合う
8.地域の危険性を把握
9.防災知識を身につける
10.防災行動力を高める



災害別の対応 1 地震
•落ち着いて、自分の身を守る ・・・ 机の下などへもぐる。倒れてくる家具や落下物に注意を。
•火の始末はすばやく ・・・ コンロの火を消し、ガスの元栓を閉める。無理はしない。
•ドアや窓を開けて、逃げ道を確保する

【1～2分】（津波、山・がけ崩れの危険が予想される地域はすぐ避難）
•火元を確認、出火していたら初期消火
•家族の安全を確認
•靴をはく ・・・ ガラスの破片などから足を守る。
•非常持出品を手近に用意する

【3～10分】

•隣近所の安全を確認・・・近所の人を確認、火が出ていたら大声で知らせ、協力して消火をす
る。
•余震に注意 ・・・ 大きな地震の後には余震が発生する。
•情報を確認
•家族の確認とお迎えなど

【その後】
•生活必需品は備蓄でまかなう ・・・ 災害発生から3日間は、外からの応援は期待できない。
•災害情報、被害情報の収集
•壊れた家には入らないこと
•引き続き余震に警戒する



災害別の対応 1 地震

揺れによって物が倒れてくる、壁や窓ガラスが割れる
など怪我の危険性が高いです。

地震と連動して起きる被害として建物の倒壊、津波、
火災、土砂崩れ、液化現象などが挙げられます。その
ほかにも、電気・ガス・水道が止まるライフラインの寸
断や、電話がつながりにくい、道路が通れなくなるな
ど、生活に困難を来すこともあります。

地震に対しては、備蓄品や防災リュックの準備、避難
訓練の実施など、普段から地震への防災意識を高め
ることが重要です。



災害別の対応 1 地震



災害別の対応 1 地震



Ⅴ 災害別の対応 台風

7月から10月にかけて台風が多く、9月は熱帯低気圧が発生しや
すいため、とくに多くなる。

台風が上陸すると、大雨、洪水、暴風、高潮といった被害を生み
出します。
風速が15m/s以上になると風に向かって歩くのが難しく、高所で
の作業には危険が伴います。また、風速が20m/sをこえると立っ

ていることすら難しく、物が飛んできて怪我をする確率も高まりま
す。

実際に強風により高いところから落ちる、物にぶつかる被害など
が多いため、不要な外出を控えることが重要です。



Ⅴ 災害別の対応 事故

2025年3月16日、シェムリアップエリアでは強風のため、多くの木
が倒れました。

そのため、一部交通事故が発生しています。

お客様が乗っていた車が事故をした場合、至急会社に連絡し、そ
の後の対応を決める必要があります。

例えば、ミラーが割れた、ガラスが割れたなどの場合、日本では
そのまま運転することは許されませんのでご注意ください。



Ⅵ ガイドとしての緊急時の対応

ガイド 警察

会社

病院 大使館

日本の旅行会社１ 日本の旅行会社２



Ⅶ 旅行会社の緊急時の対応

海外旅行中に地震が発生した場合、旅行会社は、現地の気象情報や危険情報の確
認、ツアーの旅程の見直しなど、安全確保を優先した対応を行います。

【旅行会社の対応策】
1. 事前に準備されている緊急時対策マニュアルに沿って対応
2. 現地の気象情報や危険情報の確認
3. ツアーオペレータやガイド、添乗員、訪問先との連携
4. 場合によっては旅程の見直し
5. 営業時間内はもちろん、夜間、休日にも速やかに対応できる緊急連絡体制の構築

補足 海外旅行保険では、地震や津波などの自然災害が原因でケガを負った場合や、
身の回りの持ち物が壊れたり盗まれたりした場合の携行品損害などが補償される場
合があります。



災害がおきたら、どうするか
自由に発表してください。



お疲れさまでした。

担当： 西村清志郎

info@seishiron.com

TEL・テレグラム: +855（0）17777110
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